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 防災の日が９月１日に制定された理由は、①関東大震災（1923年）

が発生した日であること、②古くから言い伝えられている二百十日で

あること、だとされています。二百十日とは、立春から数えて 210日

目であることを指し、現在の９月１日前後です。この時期は台風が到

来し、稲作が被害を受けやすいと恐れられてきました。そこで台風シ

ーズンに備えて警戒するという意味があったとされています。７月には熊本県で最

大震度７の地震が、８月には千葉県で豪雨による被害がありました。地震、津波、豪

雨を始めとする異常気象、土砂崩れ、河川のはん濫など、自然災害はいつ、どこで起

こるか分かりません。いざという時に行動できることが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

すり傷 

 水道水でよく洗う 

切り傷 

 清潔なハンカチを当てて 

押さえる 

やけど 

 水道水でよく冷やす 

目にゴミが入った 

 水に顔をつけてまばたき

をする 

保健室に来る前に自分たちでできることをやっ

ておくと、手当もスムーズにできます。 

意外に多い、爪のけが。爪には指先を守ったり、力を入れるときに支えたりす

るなどの大切な役割がありますが、伸びすぎるとひっかかりやすくなり、けがの

もとです。 

手の爪の長さは手のひらの方から指を見て、白い部分が出ていないくらい

がちょうどいいと言われています。１週間に１回は確認しましょう。手と同時に足

の爪もお忘れなく！ 


